
回
鴇
文
斌
遁
(
善
斌
)
責
身
契
三
種

山

田

信

夫

本
稿
の
論
題
は
、

3
・
捷
尼
舎
夫
、
鴻
家
昇
の
雨
氏
が
、
『
考
古
皐
報
』
一
九
五
入
年
第
二
期
(
一
九
五
入
、
北
京
。
一

O
九

|
一
二
O
頁
)

に
瑳
表
し
た
論
文
題
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
ら
の
論
題
と
し
て
は
、
さ
ら
に
、
附
控
訴
主
人
書
、
の
文
字
が
加
え
。ら
れ
て
お
り
、
主

題
の
示
す
貰
身
契
三
種
の
ほ
か
に
、
も
う
一
通
の
文
書
の
研
究
も
併
せ
稜
表
し
で
あ
っ
た
。

両
氏
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
研
究
に
若
干
の
補
訂
を

加
え
た
ロ
シ
ア
語
論
文
。
ω国
民
話
-
E
ω
F
ω
・
-
H

，m
沼
田
日

g・
2

叶
吉
国
φ
回巴

H
3ミ
℃
口
富
岡
泊
OMQF35白
5
3
d
e同
国
白
(
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
出

土
の
新
設
見
ウ
イ
グ
ル
文
書
三
通
)
=
を
、
コ

-
5
E
g
r
H
∞o
n
g
E
R
h
H
2
5・
5
8
1
ω
2
8
0・
宮

g
r
4
P
E
y，
E
N1HA3
に
瑳
表
し
た
が
、

「控
訴
主
人
書
」
は
、

-79 -

玄
白
旬
。
∞
〉

が
、

そ
の
ば
あ
い
に
は
、
前
記
の
「
控
訴
主
人
書
」
と
よ
ば
れ
た
も
の
は
収
め
て
い
な
い
。

ウ
ル
ム
チ
で
一
九
一
三
年
に
入
手
し
、
彼
の
コ

2
2
E
E
h
H胃
E
2
5宮内民
S
E
2
5
2
z。
2
E
(呂
田
・
冨

g
r・-
F
3・〉

そ
も
そ
も
は
マ
ロ
フ

(凸
・
同・

ー
に
最
初
に
渡
表
し
た
も
の
だ
司
た
(
二

O
一
|
二
O
四
頁
、

5
-
y
H
)

が
、
鴻
氏
ら
は
、
そ
の
文
書
も
、
他
の
三
通
と
同
じ
人
物
に
闘
す
る
一

連
文
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
、
西
北
文
物
考
察
隊
が
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
曾
て
、
附
近
の
農
民
が
高
昌
城
の

慶
壇
(
カ
ラ
・
ホ
l
ジ
ャ
)
内
で
護
見
し
、
以
後
秘
蔵
し
て
い
た
が
、
解
放
後
差
し
出
し
た
も
の
だ
と
い
う。

は
じ
め
の
三
貼
は
、

一
九
五
四
年
、
北
京
故
宮
博
物

院
で
展
覧
さ
れ
、

一
九
五
五
年
に
、
漏
氏
の
所
属
し
て
い
た
中
央
民
族
皐
院
が
入
手
し
、
漏
氏
ら
は
研
究
に
着
手
し
た
ら
し
い
。

199 

た
し
か
に
、
こ
の
四
通
の
文
書
は
、
ピ
ン
ト
ゥ
γ

ハ
M
U
Z
Zロ
側
、
善
斌
〉
と
い
う
人
物
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
主
人
公



20。
ピ
ン
ト
ウ
ン
は
、
少
く
と
も
最
初
は
、
賀
買
の
針
象
と
さ
れ
る
奴
牌
身
分
の
も
の
で
あ
り
、
鴻
氏
ら
は
は
じ
め
の
三
一貼
を
、
そ
の
貰
買
契
約
誼

文
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

マ
ロ
フ
氏
も
そ
う
だ
つ
た
が
、
鴻
氏
ら
も
論
文
設
表
に
際
し
て
、
み
な
文
書
潟
県
も
併
せ
瑳
表
し
て
く
れ
て
い
る。

潟
県
は
必
ず
し
も
鮮
明
で
は
な
い
け
れ
と
、
と
に
か
く
、

わ
れ
わ
れ
が
直
接
そ
の
文
字
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
て
、
彼
ら
の
研
究
に
新
し
い
考

え
を
附
け
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
同

一
人
物
を
主
題
と
し
た
一
連
文
書
、
と
い
う
こ
と
に
針
す
る
関
心
か
ら
、
私

な
り
に
、

こ
の
三
通
の
文
書
を
讃
み
な
お
し
て
み
て
、

沼
氏
ら
の
考
え
た
と
こ
ろ
を
補
い
あ
る
い
は

正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
大
い
に
あ
る
と
考

ぇ
、
本
稿
は
成
っ
た。

以
下
、

鴻
氏
ら
が
寅
身
契
之
一

、
二、

三
、
控
訴
主
人
書
、
と
よ
ん
だ
も
の
を
、
本
稿
で
は
順
次
陥
1
、
2 

3 

4
、
と
番
競
を
つ
け
て

よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
文
書
の
大
き
さ
は
、

タ
テ
加
叩

×
ヨ
コ

u
m。
最
も
興
味
あ
る
こ
と
は
、
左
半
分
に
は
四
行
に
わ
た

っ
て
ウ
イ
グ
ル
文
が
書
か
れ
、
右

- 80一

陥
1
文
書
に
つ

い
て

牢
分
に
七
行
の
漢
文
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
文
の
文
末
に
は

一
箇
の
捺
印
が
あ
る
。
寓
員
に
よ
っ
て
も
、
ウ
イ
グ
ル
文
漢

文
の
雨
者
、が

一
帳
の
同
じ
紙
面
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
な
く
、
そ
の
紙
を
、

他
の
多
く
の
ば
あ
い
に
知
ら
れ
て
い
る
と
同
様
に
、
細
く

折
り
た
た
ん
で
あ

っ
た
跡
は
、
は
丹
、
き
り
残

っ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
寓
員
で
は
紙
面
上
端
が
歓
け
て
い
る
が
、
紙
自
身
が
切
断
さ
れ
て
い
た

の
か
、

潟
県
の
不
手
ぎ
わ
の
た
め
か
は

わ
か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
文
字
と
し
て
は
、

ウ
イ
グ
ル
字
母
三

J
四
字
、
漢
字
一
字
ぐ
ら
い

で
文
面
は
補
い
得
る
程
度
で
あ
る
。

文
面
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
ウ
イ
グ
ル
文
を
ロ
ー
マ
字
に
鱒
潟
し
逐
語
課
を
つ
け
て
示
そ
う
。
轄
寓
文
で
ア
ン
タ
l
ラ
イ
ン
の

〕
印
は
推
定
し
て
補
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る。

部
は
、

鴻
氏
ら
の
讃
み
方
を
改
め
た
と
こ
ろ
、
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辰
の
年
と
し
た
の
は
、
鴻
氏
ら
も
そ
う
だ
つ
た
が
、

八
月
二

- 81ー

陥

2
文
書
に
は
明
ら
か
に
書
か
れ
て

い
る
し
、

こ
の
文
書
の
漢

年
次
を

-zロ
(
龍
)
、

文
の
部
で
も
、
ご
く
僅
か
に
残

っ
て
い
る
部
分
が
、
辰
の
字
と
考
え
て
不
嘗
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
文
意
は
明
瞭
で
あ
る
。
辰
の
年
、

ピ
ン

ト
ゥ
ン
の
買
債
、
九
ヤ
ス

ト
ゥ
ク
を
シ
ウ
サ
イ

・
タ
イ
シ
か
ら
受
け
と
っ
た
と
い
う
領
牧
誼
に
な

ヤ
ス

ト
ゥ

ク
と
い
う
単
位
が
中
園
の
錠
に
相
首
す
る
こ
と
は
、
既
に
知
ら
れ
て
い
た
向
、

の
部
で
も
、
次
に
一
万
す
よ
う
に
、
た
し
か
に
錠
と
-
記
さ
れ
て
い
る
。

十
六
日
と
い
う
日
附
で
、

っ
て
い
る
。

ア
タ
イ
が
、

こ
の
文
書
の
、
並
記
さ
れ
て
い
る
漢
文

漢
文
の
部
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
原
文
書
で
は
、
行
は
左
か
ら
右
に
移
っ
て
い
る
こ
と
、
寓
員
で
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

201 

(5) (4) (3) (2) 

〔辰
〕
年
八
月
二
十
六
日
震
購
善
斌
支
紗
数
目
下
項

〕
九
日
十
一
日
支
紗
時
分
、
小
子
諸
一

家
見、

引
年
見
、
俊
六
見
、

大
聖
都
逼
引
去
際
床
裏
支
紗
時
分
、
定
恵
見
、
宋

吾
見
、
首
日
交
銭
捌
錠
紗
誌
、
其
銭
阿
僅
手
接
賂
去

圏
一
泉
輿
母
仲
撒
南
娘
子
無
筆
不
興
、
領
子
後
徐

萱
錠
又
是
大
妻
都
通
交
付
零
紗
不
用
二
雨
的
、
嘗
日

)
 

4
1
 
(
 

9 9 9 

(6) 

9 
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(7) 

9 

商
家
曾
面
取
九
錠
領
子
詑
了
、
其
文
字
親
手
自
題

文
字
の
剣
譲
に
つ
い
て
は
鴻
氏
の
そ
れ
を
訂
正
す
べ
き
も
の
を
見
出
せ
な
い
が
、

一
部
難
解
の
と
こ
ろ
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、

「
辰
年

八
月
二
十
六
日
を
、
善
斌
を
貰
買
し
、
代
金
受
け
渡
し
の
目
と
し
た
仔
細
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
」
と
、

最
初
に
記
し
て
い
る
と
お
り
、
領

牧
誼
の
日
附
、
す
な
わ
ち
貰
買
成
立
し
、
代
債
支
梯
い
も
完
了
し
た
日
附
を
八
月
二
十
六
日
と
し
て
い
る
も
の
の
、
簡
開
国
十
に
そ
の
日
に
、
九
ヤ

ス
ト
ゥ

ク
を
支
排
い
ピ
ン
ト
ゥ

ン
の
身
柄
を
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
経
過
を
、
右
の
ウ
イ
グ
ル
文
で
記
し
た
領
牧
詮

の
あ
と
に
、
漢
文
で
附
記
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

そ

の

経

過

と

は

大

略

次

の

よ

う

な

こ

と

だ

っ

た

。

小

子
諸
一
家
、

篠
六

ら
|
|
、
そ
の
後
ひ
き
績
き
臆
床
で
(
?
)
支
掛
っ
て
、
八
錠
ま
で
は
支
梯
い
が
済
ん
だ
ー
ー
ー
そ
の
時
の
護
人
は
、
定
葱
と
宋
吾

(
?
〉
|
|
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
お
一
錠
不
足
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
が
、

二
十
六
日
に
な
っ
て
そ
れ
も
完
済
、
ピ

ン
ト
ゥ
ン
も
引
き
渡
し
た
。

こ
れ
が
、

九
日
、
十

一
日
に
一
部
支
梯
い
ー
ー
そ
の
時
の
誼
人
は

引
年
、

こ
の
よ
う
に
、
陥

1
文
書
は
、
鴻
氏
ら
も
交
銭
領
人
時
の
「

一
帳
臨
時
字
擦
」

(
『
考
古
皐
報
』

一
一
一
ニ
頁〉、

5
5
2
5
(『
考
古
皐
報
』

- 82ー

漢
文
に
よ
る
附
記
部
分
か
ら
知
り
得
る
い
き
さ
つ
で
あ
ろ
う。

一
二

O
頁、

コ℃。
α・
∞。内吋・

一
四
三
頁
)
、

円巾円巾国間】門

(コ℃
0
α

・
∞
O
円、吋・

一
四
九
頁
〉
と
名
づ
け
て
い
る
よ
う
に
、
領
牧
誼
で
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
一
日
附
で
正
式
の
貰
買
誼
文
は
作
製
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
別
に
こ
の
よ
う
な
領
牧
誼
を
手
渡
す

と
い
う
の
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
に
相
異
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
、

以
下
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

‘
ウ
イ
グ
ル
文
も
漢
文
の
附
記
部
分
も
、
書
い
た
の
は
ア
タ
イ
(
〉

E
F
阿
瞳
)
自
身
だ
と
明
記
し
て
あ
る
。

ア
タ
イ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

そ
れ
ま
で
ピ
ン
ト
ゥ
ン
を
所
有
し
て
い
た
者
で
、

ピ
ン
ト
ゥ
ン
の
貰
買
に
嘗
つ
て
は
貫
主
で
あ
っ
た
。

一方、

買
主
は
、
ウ
イ
グ
ル
文
に
よ
れ

ば
シ
ウ
サ
イ

・
タ
イ
シ
(
巴
君

S
F
g
E)
で
あ
り
、

確
認
で
き
る
。

R-、、調】、
4

J
手
J

ア
タ
イ
や
ピ
ン
ト
ゥ
ン
の
名
と
共
に
、

こ
の
ョ文
書
の
漢
文
の
部
に
よ
れ
ば
、
買
主
は
大
聖
都
通
と
書
か
れ
て
い
る
し
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
自
身
も
善
斌
と
書
か
れ
て

彼
の
名
は
、

あ
と
の
地
2
、
M
3雨
文
書
で
も



い
る
。
善
斌
は
、
ほ
ん
ら
い
の
名
が
ピ
ン
ド
ゥ
γ
|
|
鴻
氏
は
「
斌
遁
い
の
字
を
嘗
て
て
い
る
|
|
で
、

し
、
出
家
も
し
た
の
で
、
善
斌
と
よ
ば
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
シ
ウ
サ
イ
・
ダ
イ
シ
の
ば
あ
い
も
、
ほ
ん
ら
い
の
名
は
シ
ウ
サ
イ

1
1

漏
氏
は
「
欝
饗
」
の
字
を
嘗
て
た
|
|
で
、
タ
イ
シ
は
、
多
分

「大
師
」
、
|
|
あ
る
い
は
「
大
聖
」
(
?
)
|
|
に
嘗
た
る
と
思
う
。
そ
れ
に

劉
し
、
大
聖
都
通
と
は
彼
、の
遁
稽
に
相
異
な
い
。
都
逼
は
、
ア
タ
イ
が
陥
2
、
陥
3
文
書
で
は
ア
タ
イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン
と
記
さ
れ
て
い
る
、
そ

@
 

の
ト
ウ
ト
ウ
ン

(
Z
Zロ
巴
を
潟
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

E
Zロ
m
は
も
と
「
都
統
」
を
寓
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、

は
、
も
う
も
と
の
漢
語
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
例
道
に
志

こ
の
文
書
の
時
代
に

の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
も
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
も
漢
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

ア
タ
イ
は
ト
ル
コ
系
の
人
間
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

ウ
イ
グ
ル
語
、
漢
語
、
と
も
に
用
い
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
射
し
、

シ
ウ
サ
イ

・
タ
イ
シ
た
ち
は、

ウ
イ
グ
ル
語
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
の
地
2
文
書
の
示
す
よ
う
に
、
別
に
正
式
の
買
買
契
約
文
を
ウ
イ
グ

ル

文

で

作

製

し

た

も

の

の

、

そ

の

い

き

さ

つ

を

明

記

し

た

文

を

漢

文

で

記

し

、

買
買
誼

文
以
外
に
領
牧
誼
の
形
で
手
渡
す
こ
と
に
し
た
、
但
し
、
正
式
の
領
牧
誼
と
し
て
は
、

や
は
り
ウ
イ
グ
ル
文
の
謹
文
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
は
そ
う
し
て
、
漢
文
は
附
記
の
形
で
記
し
た
。

こ
う
い
う
事
情
に
よ

っ
て
、
こ
の

M
l
文
書
は
生
れ
た
と
、
私
は
い
ま
考
え
る
。

と
く
に
、
い
ろ
い
ろ
の
い
き
さ
つ
も
あ
っ
た
こ
と
故
、

一回ー

川
崎

2
文
書
に
つ
い
て

こ
の
文
書
は
、
鴻
氏
ら
が
「
買
主
給
買
主
立
的
一
張
正
式
契
約
」
、

oeM宣
言
句

E
Z明白
白

5
・
O
Rロ
E
S
E
E
n同
と
解
し
た
と
お
り
、-
正
式

の
貰
買
誼
文
で
あ
る
。

文
書
の
大
さ
は
)
タ
テ
4
佃
×
ヨ

コ
お
個
。

ウ
イ
グ
ル
文
で
二
ニ
行
に
書
か
れ
、
文
頭
、
文
末
お
よ
び
文
中
二
ケ
所
、
計
四
ケ
所
に
捺
印
が

あ
る
。
寓
員
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鴻
氏
等
‘の
説
明
に
よ
る
と
、
、
紙
・背
、
右
下

η
角
に
、
墨
色
漢
文
の

「
善
斌
元
契
耳
石
撰
」
の
七
字
が

:203 

ー記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
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損
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誼
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一入 目

]
戸

ω)

o
-
B郎ロ

占
叩
斗
H
o

す

斗

戸

右
の
誼
文
本
文
の
剣
讃
に

つ
い
て
、
鴻
氏
ら
の
讃
み
方
を
訂
正
し
た
と
こ
ろ
を
、
若
干
説
明
し
て
お
く。

伸15

一
行

g
E
M
ロ
maロロ回
m

γ

J

-

d

υ

¥
旦
U

第
四
行
末
か
ら
五
行
自
は
じ
め
に
か
け
て
、
鴻
氏
ら
は

同0
・u
ユ
ロ
と
い
う
語
を
考
え
、
無
理
な
解
樺
を
加
え
て
い
る
が
、
第
四
行
末
の

'Z

@
 

は

〉
Z
同・
Z
Zロ
∞
の

Z
Eロ
m
の
略
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
こ
の
こ
と
は
私
が
曾
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
五
行
冒
頭
の

文
字
も
可
日
間
と
讃
む
べ
き
こ
と
は
、
他
の
同
種
誼
文
と
比
べ
れ
ば
す
ぐ
判
る
こ
と
で
あ
る
。

第
九
行
目
、
私
の

u
B
F
d『
印
刷
と
讃
む
と
こ
ろ
を
、
濡
氏
ら
は
巴
ロ
仰
と
讃
み
、
は
じ
め
は

己
公
「
使
人
」
の
誤
か
と
疑
い
(
『考
古
皐
報
』

一
一
二
頁
)
、
あ
と
で
は
可
三
己
宮
駅
で
「
外
園
人
」
と
解
し
て
い
る
(
コ
℃
0α
・切
0
2・
一
四
五
頁
)。
し
か
し
、
寓
員
に
よ

っ
て
み
る
に
、
こ

れ
は
明
か
に

u
B一gdq印
刷
「
使
臣
」
で
あ
る
。
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他
の
同
種
契
約
文
で
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

定
型
的
表
現
に
相
異
な

い
。
た
だ
、
第
九
行
末
の

u
E
Z白
山
ユ
ロ
は
l
字
が
ニ
子
蝕
分
に
書
か
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
ニ
行
目
、

σ
c
Zロ
は
「
全
く
」
の
意
の
副
詞
で
、
他
の
例
で
は
多
く

Z
m
E
「
細
く
」
と
い
う
副
調
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鴻
氏
ら

の
よ
う
に
ゲ

cmg一
と
讃
み
、
人
名
と
解
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
な
お
鴻
氏
ら
は
、
最
初
の
中
園
語
論
文
で
は
叶

E
m
H
r
o
E
F

ω昨
7
1ロ
デ
切

crロ
と
四
名
の
者
が
書
い
た
よ
う
に
解
し
て
い
た
が
、
ロ

シ
ア
語
論
文
で
は

叶位ロ
m
H
F

か
ら

切口
町ロ
ロ
ま
で
を
一
躍

一
人
の
名

と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
正
し
く
は

吋
部
門戸ぬユヨ

ρ
口
広
島
若
宮
仰
が
、
こ

の
書
き
手
の
名
で
あ
る
。

と
に
か
く
、
以
上
の
よ
う
な
記
載
内
容
を
持
っ
こ
の
誼
文
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
今
ま
で
多
く
知
ら
れ
て
い
る
貰
買
謹
文
と
、
そ
の
謹

@
 

文
と
し
て
の
書
式
は
完
全
に
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
附
を
は
じ
め
に
記
し
、

買
主

・
買
主
・
劉
象
物
件
・
そ
の
代
債
を
記
し
、
代
債

受
け
梯
い
の
完
了
を
確
言
し
、
買
主
す
な
わ
ち
新
所
有
者
の
権
利
宣
言
、
買
主
側
の
も
の
が
何
の
異
議
も
と
な
え
な
い
こ
と
、
高

一
こ
の
と
り

同
じ
第
九
行
末
尾
の
部
、

さ
ら
に
第

一
O
行
末
尾
の
部
な
ど
は
、

- 85ー
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き
め
を
妨
害
す
る
も
の
の
出
た
と
き
の
補
償
、
な
ど
な
ど
を
述
べ
、
謹
人
四
名
の
記
名
、
印
記
、
書
き
手
の
記
名
と
な
っ
て
い
る。

は
じ
め
に

記
し
た
と
お
り
、
紙
面
四
ケ
所
に
捺
印
し
て
あ
る
こ
と
な
ど
、
完
全
に
定
型
的
書
式
ど
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
完
全
に
定
型
的
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
記
述
事
項
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
第

一
に
、
ピ
ン

ト
ゥ
ン
が
、
は
っ
き
り
官

zr印
刷
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
【
3
3
V印
刷
は
、
字
義
ど
お
り
で
は
「
黒
い
頭
」
、
奴
蝉
で
あ
っ
て
良
人

で
は
な
い
も
の
を
指
す
。
い
ま
、
此
の
門
出
回
目
げ
印
刷
問
題
に
詳
察
を
加
え
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
男
の
官
Eσ
由
加
す
な
わ
ち
、
こ
の
誼
文
で
ピ

ン
ト
ゥ
ン
が
そ
う
よ
ば
れ
て
い
る
官
官

Z
V払
は
別
に
直
己
と
も
よ
ば
れ
、
女
の
官
Eσ
由
加
す
な
わ
ち
門
戸
同
N

あ
る
い
は
位
当
ご
官

zr印刷

は
別
に

r
cロ
ぬ
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
と
に
か
く
、
法
的
に
そ
の
身
分
が
確
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
な
い
。

た
と
え
ば
中
園
史
上
で

の
よ
う
な
詳
細
な
考
察
を
加
え
る
だ
け
の
史
料
は
、

こ
の
文
書
の
背
景
を
な
す
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
方
面
の
中
世
祉
舎
に
つ
い
て
は
な
い
け
れ
ど
、

少
く
と
も
こ
の
謹
文
な
ど
も
、
他
の
土
地
な
ど
の
不
動
産
の
買
買
誼
文
と
完
全
に
同
一

書
式
で
あ
り
、
完
全
に
、
土
地
な
ど
と
同
じ
貰
買
封
象

と
さ
れ
た
も
の
が
J
U
回
E
E刷
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
ピ
ン
ト
ゥ
ン
は
キ
タ
イ
人
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
o
M
1
文
書
に
つ
い
て
、

ピ
ン
ト
ゥ
ン
も
、
買
主
の
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
も

-86-

漢
人
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
述
べ
た
が
、
最
後
に
ふ
れ
る
つ
も
り
の
こ
の
一
連
文
書
の
成
立
年
代
と
考
え
合
わ
せ
て
も
、

こ
の
キ
タ
イ
と

い
う
表
現
は
漢
人
の
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
骨
局
員
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
お
鴻
氏
ら
の
読
明
に
よ
る
と
、
紙
背
、

右
下
角
に
「
善
斌
元
契
耳
石

棋
」
と
漢
字
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
他
の
誼
文
類
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
誼
文
を
細
く
折
り
た
た
ん
で
保
存
す
る

と
き
、
折
り
た
た
ん
だ
そ
の
表
に
保
存
者
が
書
く
、
上
書
き
あ
る
い
は
題
記
に
相
異
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ば
あ
い
は
買
主
シ
ウ
サ
イ
・
タ

イ
シ
が
書
い
た
も
の
で
、
前
に
述
べ
た
、
彼
は
そ
も
そ
も
漢
人
で
、
ウ
イ
グ
ル
文
は
む
し
ろ
不
得
手
で
、
漢
文
を
良
し
と
し
た
だ
ろ
う
と
い
う

推
定
は
、
こ
こ
で
も
裏
書
き
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
四
字
は
「
善
斌
の
元
契
」
で
明
か
だ
が
、
そ
の
あ
と
の
三
字
「
耳
石
蕨
」
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
棋
の
字
に
閲
し
て
だ
け
は
、
漏
氏



f官、

陥
3
文
書
の
ば
あ
い
に
「
杷
」
と
同
じ
で

そ
の
解
棒
が
こ
こ
で
も
嘗
て
は
ま
る
か
も
知
れ
な
い

す
な
わ
ち

「
年
」
だ
と
し
て
い
る
、

が
、
そ
れ
な
ら
こ
の
一
ニ
字
は
紀
年
で
あ
ろ
う
か
。
識
者
の
御
数
示
を
得
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、

」
こ
で
、

こ
の
誼
文
を
善
斌
の
元
契
だ
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
善
斌
は
前
述
の
と
お
り
ピ

そ
し
て
コ
元
契
」
は
、

他
の
例
で
ゲ
乱

E
t
m
と
書
か
れ
て
い
る
、

そ
れ
の
誇
語
に
ち
が
い
な
い
。

f二

ン
ト
ゥ
ン
の
こ
と
に
ち
が
い
な
い。

と
え
ば
、
今
ま
で
知
ら
れ
て

い
る

ゲ印刷

E
t
m
の
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
ク
ト
ゥ
ル
ク
の

σ印刷

E
t
m
な
り

(
OE
Z門守口町ロ
m

Z
邸
玄
t
m
o
-〉
」
、吋
冨
N。
。
(
己
ω匂

2
0・5
)

「
プ
ウ
キ

ン
な
る
名
の
奴
僕
の

σ印刷

E
己
m
な
り
(
句
己
ロ
ロ
関

〔え
々
〕
官
官
Eσ
印刷・巳ロ
m
r白山

σ
E
m
oC
」
叶
ロ
ロ
勾
ω・
(巴

ω匂
Z
0・2
)

t

@
 

ア
サ
ン

・テ
イ
ギ
ン
の
も
の
な
り

(Z
σ
印刷

E
z
m
〉
包
ロ
・
丘
町
立
守
口
Z
m
O
]〉」

巴
冨
¥
①

(
冨
巳
0
4
0
c
u
z
o
N〉

「
こ
の
ゲ
白
山
吉
三
∞
、

れ
て
い
る
。

そ
れ
と
完
全
に
同
じ
朕
態
、
す
な
わ
ち
現
在
紙
背
の

一
隅
に
書
か

し
か
も
、

E
C
m
は
も
ち
ろ
ん

r
F
「
書
く
」
に
基
き
「
書
か
れ
た
も
の
」
を
意
味
し
、
ゲ
印
刷
と
い
う
語
は
農
般
に
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
本
来
「
頭

(
あ
た
ま
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
語
な
ど
と
同
様
、
人
々
の
長
と
し
て
の
頭

(
か
し
ら
)
も
、
も
の
ご
と
の
は
じ

め
、
は
じ
ま
り
も
意
味
す
る
。
ま
さ
に
漢
語
「
元
」
と
同
義
で
あ
る
。

「元
契
」
が

ゲ印刷

E
z
m
の
詩
語
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

右
の
諸
例
は
、
み
な
奴
稗
貫
買
文
書
だ
っ
た
。
し
か
し
、
宮
刷

rE
m
と
は
奴
稗
関
係
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
貰
買
関
係

一

般
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
の
詳
細
は
今
省
く
が
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
陥
2
文
書
と
同
一
の
書
式
を
持
つ
奴
稗
貫
買
文
書
で
、

- 87一

ロ
Fロ
m
)
ゲ印刷

σ広
Fm」、

い
ず
れ
も
土
地
を
め
ぐ
っ
て
の
紛
争
関
係
の
文
書
で

⑥
 

「
ぶ
ど
う
園
の

(V
2
E
A
a
Eロ
閉
じ
『
印
刷
玄
己
ぬ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

「
土
地
の
守
町・

M
川

3
文
書
の
記
述
内
容

説
的

多紅
契
。

こ
の
文
書
は
、
鴻
氏
ら
が
、
上
掲
二
文
書
と
並
べ
て
「
善
斌
貰
身
契
之
三
」
と
し
て
数
え
、
そ
の
三
貼
の
な
か
で
も
、

と
く
に
重
要
な
も
の
だ
と
言
っ

た
も
の
で
あ
る
(
『
考
古
皐
報
』

こ
れ
こ
そ

「
民
間
所

207 

(ゲ印刷

E
C
m〉
」
で
、

一
O
九
頁
)
。

[彼
ら
は
、
こ
の
文
書
の
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研
究
経
過
に
つ
い
て
こ
う
言
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
五
五
年
に
寓
員
を
入
手
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
、
ま
ず
チ
ェ
ニ
シ
ェ
フ

氏
が
一
九
五
六
年
夏
、
新
彊
に
言
語
調
査
に
行
っ
た
と
き
、
ウ
ル

ム
チ
博
物
館
よ
り
、
こ
の
文
書
の
大
き
な
潟
県
を
贈
ら
れ
、
前
か
ら
入
手
し

て
い
た
潟
県
と
併
せ
、
解
譲
も
十
分
の
九
ほ
ど
進
め
た
。
し
か
し
、
紙
面
の
破
損
箇
慮
な
ど
剣
讃
で
き
ぬ
と
こ
ろ
は
多
々
残
っ
て

い
た
。
そ
の

後
一
九
五
七
年
四
月
、
鴻
氏
が
新
運
に
行
っ
た
さ
い
原
物
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

ウ
ル
ム
チ
博
物
館
の
閉
館
期
間
で
、
十
分
調
べ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
潟
県
に
よ
っ
て
の
研
究
に
と
ど
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
だ
チ
ェニ

シ
ェ
フ
氏
は
、
こ
の
最
初
の
論
文
を
護
表
し

た
と
き
に
は
、
中
園
科
皐
院
の
少
数
民
族
語
言
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
が
、
現
在
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
ソ
ビ
エ
ト
科
皐
ア
カ
デ
ミ
ー
言
語
皐
研

究
所
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
種
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
研
究
は
現
在
も
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
自
瞳
は
、
も
う
彼
の
手
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
の
記
載
内
容
に
は
い
ろ
い
ろ
問
題
黙
が
多
く
、
私
自
身
も
、
鴻
氏
ら
と
は
ま
た
別

そ
の
後
、
鴻
氏
が
さ
ら
に
こ
の
文
書
の
研
究
を
準
め
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。

の
意
味
で
、

や
は
り
重
要
な
も
の
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
論
文
附
載
の
固
版
寓
員
に
よ
っ
て
だ
け
し
か
検
討
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
し
、
不

、

チ
ェ
ニ
シ
ェ
フ
商
氏
も
既
護
表
の
二
論
文
以
外
諜
表
し
て
・
い
な
い
と
思
う
の
で
、
以
下
、
私
な
り
の

- 88ー

確
寅
な
と
こ
ろ
も
残
る
わ
け
だ
が
、
官問、

譲
み
方
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

鴻
氏
ら
は
こ
の
文
書
の
大
き
さ
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
前
掲
二
貼
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
寓
員

で
も
わ
か
る
折
り
た
た
ん
だ
跡
を
数
え
て
み
て
も
、
横
巾
印
咽
は
あ
る
と
思
う
。
ウ
イ
グ
ル
文
一
九
行
、
そ
し
て
紙
面
右
端
に
、

漢
字
で
「
庚

辰
撰
捌
月
念
六
日
給
興
新
恩
沙
粛
善
斌
牧
執
」
と
記
し
て
あ
り
、
文
中
、
左
上
端
す
な
わ
ち
文
頭
の
部
か
ら
、
右
下
端
す
な
わ
ち
文
末
の
方
に

か
け
て
、
「
可
」
字
が
現
在
少
く
と
も
コ
ア
ゲ
所
に
認
め
ら
れ
る
。
、
あ
る
い
は
右
下
端
に
、
も
う
一
ヶ
所
書
か
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

持
員
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
漢
字
は
、
鴻
氏
ら
も
言
っ
て
い
る
と
お
り
(
『
考
古
皐
報
』
一
一
六
頁
〉
、
役
人
が
書
い
た
も
の
に
ち

が
い
な
い
し
、
文
末
の
方
に
大
小
の
角
印
二
箇
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
も
、
役
所
の
公
印
に
相
異
な
い
。

に
一
箇
、
文
中
に
二
箇
、
小
さ
い
長
方
形
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、

一
方
、
可
の
字
と
同
じ
よ
う
に
、
文
末

こ
れ
は
、
必
ず
や
文
頭
に
も
も
う
一
つ
あ
る
に
ち
が
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H
・"sakiz-inc

a
y
 
(aJl(tJi
・…

H
・
H
・"
(
q
J
a
.

第
八
月，
(......六〕

日。

2
)
 
u
l
u
r
 
s
u
u
-
q
a
 
b
u
y
a
n
・i
t
a
g
z
・u
n
a
n
t
a
 
b
a
s
a
 
a
r
a
 
ini 
oru1-1ar-qa 

b
u
y
a
n
・i
t
a
g
z
-
u
n
 
b
a
s
a
 

大
軍
に

幅
あ
れ
!
そ
し
て
な
お
兄
弟
子
息
た
ち
に
幅
あ
れ
!
な
お

3) 
b
a
g
(
a
J
d
-
l
a
r
i
n
g
a
 
a
n己
asi-larqa

saz-in 
a
y
(
r
u
c
J
i・q
a
s
a
n
g
i
a
・luq-laringa

il
・k
a
.

ベ
ク
ーた
ち
に
，
按
察
使
た
ち
に
，
律
ア
イ
グ
チ
に
，
信
伽
衆
に
，
く
に
に
・
・

4) 
q
u
w
r
a
q
-
q
a
 
a
l
q
u
 
tin1r 
_o
q
u
s
-
i
n
g
a
 
a
n
t
a
 
b
a
s
a
 
b
a
q
s
i
m
 
u
l
u
r
-
u
m
 
k
w
 
b
a
q
釘
(-qJa
a
 

徒
衆
に
，
あ
ら
ゆ
る
生
あ
る
一
頭
族
に
，
そ
し
て
さ
ら
に
わ
が
師

わ
が
先
達
〔
の
〕
す
F

一
扇

t~，
5) 
m
a
n
i
n
g
 
o
z
 
b
o
d
u
m
-
q
a
 
k
i
s
i
m
-
k
a
 
，
orlan-larim-qa 

b
a
s
a
 
a
s
a
n
 
tortil 

t
u
r
m
i
s
 
t
・
・
・
n

わ
が
自
身
に
，
わ
が
妻
に
，
わ
が
見
た
ち
に
，
さ
ら
に
エ
セ
ン
・
ト
グ
ル
ル
，
ト
ル
ミ
シ
ュ

6) 
adai 

t
u
t
u
n
g
 
o
g
r
u
n
c
 
siz 
b
a
s
q
a
n
 
b
a
語lap

u
r
u
r
-
q
a
 
q
a
d
a
s
-
q
a
 
b
u
y
a
r
ト
i
t
a
g
z
 

ア
タ
イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン
，
イ
ェ
グ
リ
ュ
ン
チ
，
シ
ズ
・
パ
シ
ュ
カ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
親
類
に
，
縁
者
に
，
幅
あ

-
u
n
 
れ

7
)
 
tip 
m
a
n
i
n
g
 
badir-ta 

s
u
k
u
n
-
t
a
 
q
a
s
q
a
n
m
i
s
 
n
a
g
u
 
k
i
m
-
n
i
 
satip
-
y
u
l
u
p
 
.
 .
 .
 .
 ur
a
y
 

と
て
，
わ
が
鉢
に
て
そ
の
日
に
手
に
入
れ
る
如
何
な
る
何
人
を
〔
も
〕
寅
り
買
い
し
て
二
二
ご
吾
;ふ

8
)
 
adai
.
 tu
t
u
n
g
-
n
u
n
g
 
p
i
n
t
u
n
g
 
atlr 

qinir 
yas-lir 

qi~aï 
or1an
・in
・・
・
・
ig

ア
タ
イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン
の
ピ
ン
ト
ゥ
ン
な
る
名
の
勤
勉
〔
に
し
て
〕
生
気
あ
る
キ
タ
イ
〔
人
の
〕
男
子
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9) 
bilir 
u
己
u
n
t
o
q
u
z
 
y
a
s
t
u
q
 
c
a
o
 
birip 
y
u
l
u
p
 
a
ltim 
m
a
n
 
siwsai 

taisi-qa 
kisirn 

知
る
た
め
，
九
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
(
錠
〉
紗
興
え
て
買
い
と
り
た
り
。
わ
れ
シ
ウ
サ
イ
・タ
イ
シ
に
，
わ
が
妻

10
)
 -k
a
 
u
l
u
r
 
oru1 
b
o
l
u
p
 
誼
w
i
m
-ni
b
a
r
q
i
m
-
n
i
 
igilap 

agl.r
a
p
 
yoriz-un 

biz 
b
.
.
 .
 s
o
n
g
 

tこ
大
息
子
と
な
り
，
わ
が
家
を
わ
が
宅
を
差
配
し
管
理
し
て
行
く
べ
し
。
わ
れ
ら
ワ
の
ち

。
lsar
s
i
n
k
i
n
g
 
S
I
n
-
J
n
 
baslap 

orlan
-larim 

birla 
a
w
i
m
-
n
i
 
t
u
t
u
p
 
aytis
'ip
 

死
な
ば
，
シ
ン
キ
ン
新
恩
を
は
じ
め
と
す
る
わ
が
男
児
ら
と
共
に
わ
が
家
を
保
ち
，
訊
ね
あ
い

12
)
 
k
a
n
g
i
s
i
p
 
yoriz-un-lar 

orlan-larim 
birla 
s
'ir
u
s
u
 
y
a
r
a
旨u
u
m
a
s
a
r
 
pinclung 

a
w
i
m
 

相
談
し
あ
い
て
行
く
べ
し
〔
彼
ら
〕
。
わ
が
男
児
た
ち
と
適

臆
で
き
ね
ば
，
ピ
ン
ト
ゥ
ン
〔
は
)
，
わ
が
家
に

ーtaki

あ
る

13) 
n
a
g
u
-
k
a
 
k
i
m
-
k
a
 
q
a
t
i
l
m
a
d
i
n
 
o
z
 
b
o
d
i
 
o
r
u
 
tar-qa 

q
o
d
i
 
q
u
m
-
q
a
 
barsar 

tort 
~
 

何
に
も
誰
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
身
上
は
山
の
方
へ
下
は
砂
漠
の
方
へ
行
く
と
も
四
〔方
〕

yol-i 

行
路

14) 
b
o
s
 
bolz-un 

b
u
 
bitig-taki 

soz-tin 
o
n
g
i
 
bolsar 
biz..
... 

自
由
た
る
べ
し
。
こ
の
誼
文
に
あ
る
言
葉
よ
り
背
く
な
ら
ば
わ
れ
ら

15
)
 u
l
u
r
 
s
u
u
-
q
a
 
bir 
altun 

大
軍
に

金

ー(
q
)
a

tこ

16) 
bir 
y
a
s
t
u
q
 
saz-in 

ヤ
ス
ト
ゥ
ク
，
律

y
a
s
t
u
q
 
a
r
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ini 
t
a
g
i
φ
l
a
r
 
birar 
k
u
m
u
(
s)
 
y
(a
s
t
u
)
q
 
i
d
u
q
 
(q
)
ut 

ヤ
ス
ト
ゥ
九
兄
弟
テ
ギ
ン
た
ち
各
一

銀
ヤ
ス
ト
ゥ
ク
，
イ
ド
ゥ
ク
・
ク
ト

ayrucI-qa 
bir 
at 
qizrucl 

o
c
l
u
n
u
p
 ...・

H
・
…
.
.
.
・
H
・..
u
n
 

ア
イ
グ
チ
に
一
馬
，
罰
〔
金
〕
差
し
出
レ
...・

H
・
.
.
…
・
…
(
ベ
し
?
)
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阻

】

『

H
内
同
日
明
】

型
古

σ
訂
正
T
B

鵬
時
汁
。
。

い
ま
一
々
の
語
の
解
俸
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
世
ウ
イ
グ
ル
奴
稗
文
書
及
び
養
子
文
書
」
(
『
大
阪
大
皐
文
皐
部
紀
要
』
第

一
四
巻
、

刊
)
に
、
資
料
一

O
と
し
て
牧
め
て
あ
る
と
こ
ろ
に
ゆ
ず
り
、

一
部
だ
け
、
と
く
に
鴻
氏
ら
と
見
解
を
異
に
し
、

重
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ

け
説
明
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
便
宜
上
、

官同
氏
ら
の
詩
文
だ
け
示
し
て
お
く
。

〔
龍
年
〕
八
月
〔
二
十
六
日
・
:
:
:
:
〕
向

大
軍
祝
福
以
及
向
兄
弟
的
該
子
何
祝
福
。
向
首
長
円
、
向
按
察
使
、
向
新
恩
的
戒
師
、
向
新
恩
的
人
何
、
向
衆
信
、
向
衆
生
的
智
慧
以
及

向
吾
師
上
座
祝
福
。
向
我
自
己
、
向
我
的
妻
、
向
我
的
核
児
何
以
及
向
阿
ヨ

・
矧
瑞
劃
・
凶
百
組
削肉
親
一帽
。
阿
髄
都
通

(都
統
)
是
不
倫

快
的
、
他
以
温
表
的
心
情
引
領
肉
親
戚
朋
友
祝
福
、
他
説
。
我
不
論
把
誰
買
賓
了
、
我
是
心
安
理
得
的
'
!
阿
佳
都
通
的
斌
逼

(
善
斌〉

是
一
個
結
質
的
年
青
的
到
州
該
子
:
:
:
:
・
文
書
言
明
我
牟
九
錠
紗
買
到
了
。
余
劃
劃
対
闘
把
他
作
震
我
和
我
的
妻
的

多大
該
子
。。

他
薩

嘗
把
我
的
房
子
和
我
的
院
子
給
照
料
好
、
如
我
門
最
後
牟
過
来
的
話
。
建
議
以
澗
州
新
恩
魚
開
始
、
我
的
烏
位
馬
可
以
把
我
的
人
侠

(
斌

遁
)
駄
載
上
、
如
果
他
和
我
的
烏
蛇
馬
不
能
遁
謄
(
大
概
指
路
上
有
病
或
其
他
意
外
的
事
)
的
話
。
矧
劃
|
|
我
的
人
侠
不
得
把
他
自
己

的
身
鐙
因
任
何
理
由
出
買
給
任
何
人
。
如
果
遇
到
高
山
深
沙
、
那
他
完
全
有
四
面
入
方
的
自
由
。
如
果
我
何
認
魚
此
文
書
是
不
同
於

一
般

閑
話
的
、
那
末
我
何
就
不
受
那
些
輩
言
詞
語
読
我
何
献
給

211 
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大
軍
一
錠
金
子
世
。
献
給
的
斤
弟
兄
何
多
少
銀
錠
噌
:
:
:
:
・
給
了
新
恩
的
中
間
人
一
隻
羊
世
、
等
等
威
脅
的
束
縛
内

謹
人
、
四
大
天
王
神
、
七
姉
妹
迭
林
:
:
:
:
:
:
胡
失
丁

謹
人
、
創
刺
旬
。
誼
人
、
呼
園
山
開
・
阿
ヨ
。
謹
人
、
相
判
剥
・
桐
相
閥
劃
。

余
酵
一
費
ぃ苅
師
之
章
。
除
調
刺
鬼
承
眠
劃
対
眠
之
命
而
書
。

(
『
考
古
皐
報
』

一
一
五
頁
)

ロ
シ
ア
語
論
文
で
は
、
文
字
の
讃
み
方
の
細
部
で
、
か
な
り
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
詩
文
は
あ
る
一
部
以
外
、

け
で
大
差
は
な
い
。
そ
の
饗
更
の
あ
る
部
分
は
以
下
で
指
摘
す
る
の
で、

全
文
を
示
す
こ
と
は
省
略
す
る
。

よ
り
意
詩
的
で
あ
る
だ

ま
ず
原
文
第
六
行
行
頭
の
ア
タ

第
七
行
行
頭
の

圏
語
罪
文
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
阿
盟
都
通
是
不
像
快
的
・:
:
:
:
と
、

イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ソ
の
と
こ
ろ
か
ら
、

「
:
:
:
と
言
っ

て
、
:
:
:
と
て
、
:
:
:
と
公
印
刷
】
ど
ま
で
の
箇
慮
。
濡
氏
ら
は
、
前
掲
中

ア
タ
イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン
を
主
語
と
す
る

一
文
節
を
考
え
て
い
る
。

ア
語
詩
文
も
、

〉
」
門
出

-hV1HV云

zo-u白
N
3
2
2・
220hH角
川
町
向
山
。
居
浜

2
5
2
2白
4
r
g
門
田

O
E玄
℃

o
h
H
2
R
Z
Z国
E
F
(
ア
テ

イ
・
ド
ウ
ト
ウ

ン
心
祭
ま

ず
、
歎
き
な
が
ら
、
お
の
が
親
属
た
ち
を
祝
福
し
)

吋

-
3
8冨吋
4
0・
5
0
j
i
-
-
-
(
次
の
よ
う
に
言
う
:
:
・
:
:
)

と
、
大
意
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
六
行
中
央
の
宮
山

-
3
は
、
中
世
文
献
で
も
他
に
幾
ら
で
も
例
が
あ
る
と
お
り
、
ま
た
現
代
語
で
も

用
い
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
導
く
」
な
ど
の
意
味
と
共
に
、
「
は
じ
ま
る
、
は
じ
め
る
:
:
:
:
・
、
を
は
じ
め
と
す
る
、
し
て
」
の
意
で
あ
る

@
 

こ
と
は
あ
ま
り
に
も
明
か
で
あ
る
。
一
方
、
-
彼
ら
の
讃
ん
だ

Z
N
Eロ
と
い
う
語
は
、
「
匡
迫
さ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
た

@
 

例
は
あ
る
が
、
極
く
珍
ら
し
い
こ
，と
ば
だ
し
、
そ
の
ま
ま
「
以
温
衷
的
心
情
」
と
か
「
敷
い
て

(
Z
4
2
2ど
と
解
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

た
だ
、
彼
ら
が
「
不
愉
快
的
L
t
z
o
宮
h
0
2
2
3
と
課
し
た
原
語

α唱
ロ
ロ
m
・田町
N

は
、
十
分
納
得
で
き
る
讃
み
方
で
は
あ
る
。

「
墓
み
」
を
意
味
す
る
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
語
だ
し
、
・
目
印
刷
も
「
無
い
こ
と
L

を
示
す
接
尾
酔
だ
か
ら
で
あ
る
。

σ3 

•• 

，、

o
m円ロロロ

し
か
し
、

α唱
位
忌
は
人
名

と
し
て
も
良
く
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
こ
と
も
事
賞
で
あ
る
。

ロ
シ

- 92-

は



私
の
解
鐸
は
、
あ
と
で
も
う
一
度
ふ
れ
る
が
、

日
ロ
ア
内
出
血
仏
印
刷
「
親
類
縁
者
」
の
主
だ

っ
た
者
の
一
人
と
し
て
名
を
列
ら
ね
て
い
る
し
、

α
m
Bロ
m
も
そ
の
一
人
、
従
っ
て
、
包

N
Z
2
2
と

い

う

の

も

人

名

と

考

え

る

。

〉

m
g
gコ
己
か
ら
は
じ
ま

っ
て
、
・
:
:
:
:
宮
山
宮
司

「
:
:
:
を
は
じ
め
と
す
る
、
:
:
:

結
局
、

文
脈
上
よ
り
し
て
、

ア
タ
イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン
も
、

第
六
行
後
半
に
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
す
れ
ば
第
五
行
の

な
ど
の
」
の
表
現
が
生
き
て
く
る
と
思
う
。
附
言
す
る
に
、
前
に
ア
タ
イ
・
ト
ウ
ト
ウ
ン
は
ト
ル
コ
系
の
人
間
で
、

も
そ
も
漢
人
だ
ろ
う
と
言
っ
た
。
こ
の
文
章
が
、
ア
タ
イ
・

ト
ウ
ト
ウ
ン
を
主
語
と
す
る
文
章
で
な
い
と
す
る
と
、

雨
名
の
も
の
が

「親
類
縁

シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
は
そ

者
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、

日
ロ
ア
向
山
白
色
白
山

な
ど
の
語
の
親
族
稽
呼
と
し
て
の
巌
密
な
意
味
は
明
か
で
な
い
し
、

@
 

と
き
に
は
た
だ
親
し
い
人
と
い
う
解
樟
も
あ
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
差
支
え
な
い
と
思
う
。

宮
内
目
印
刷
な

ど
は
、
む
し
ろ
血
縁
関
係
者
よ
り
は
姻
戚
関
係
者
、

第
一
一
行
目
、

。ュ

g
と
私
の
讃
ん
だ
と
こ
ろ
を
、

鴻
氏
ら
は

巳
ミ
と
譲
ん
で
い
る
。

同
一
語
は
次
の
第

一
二
行
に
も
あ
る
。

た
し
か

一
見
己
ミ
と
も
讃
め
る
。

し
か
し
、

日
の
色
々
可
由
主
々
、
九
、

一玉、

一
六
行
自
の

3
2
2、

よ
く
見
る
と
、
第
一
に
、
語
末
の
文
字
は
『
¥
』
よ
り
は
む
し
ろ
と
ロ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
八
行

一
八
行
自
の

g
ロ
ロ
門
戸
な
ど
の
、
疑
な
く

T
ま
た
は

q
と
讃
む
べ
き
語
の

一七、

語
末
の
文
字
と

そ
の
他
障
所
に
見
え
る
語
末
の
と
ロ
と
を
比
べ
て
み
る
と
よ
い
。

第
二
に
、

-
字
の
横
棒
は
た
し
か
に

ロ¥。

字
の
次
に

l
字
の
こ
の
一
劃
が
、
草
書
健
で
は
正
確
な
位

- 93ー

書
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で

一
見
し
て
巳
弓
に
見
え
る
の
も
こ
の
黙
に
あ
る
。

し
か
し、

置
に
書
か
れ
な
い
こ
と
、

し
か
も
む
し
ろ
上
の
方
に
書
か
れ
る
例
の
多
い
こ
と
は
、
こ
の
種
俗
文
書
の
草
書
僅
筆
蹟
に
馴
れ
れ
ば
、
少
し
も
珍

し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
、
こ
の
一
一
行
自
の
も文

字

は

仔

細

に

見

る

と

、

。

「

]

白

ロ

五
行
自
に
最
も
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
し
、
そ
の
他
八
行
目
は
や
や
不
明
確
だ
が
、
あ
と
の
一
二
行
自
で
は
、

巳
ミ
で
は
一
劃
多
過
ぎ
、

で
は
じ
め
て
劃
数
は
合

致
す
る
。

o
三
田
口
の
語
は
、

予

」

の
行
の
ば
あ
い
よ
り
は
、

よ
り
以
上
に
明
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
字
の
上
か
ら
も
己
ミ
で
は
な
く

o
三
曲
ロ
と
讃
む
べ
き
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
。
三
国
ロ

「男
児
」
と
誼
ん
で
は
じ
め
て
前

後
の
意
味
も
明
確
に
な
る
。
己
旦
も
、
早
く
モ
ン
ゴ
ル
人
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
た
し
、
「
騨
馬
」
か
ら
い
ま
も

「駄
獣
」
「
駄
馬
」
の
意
味
で

⑪
 

用
い
ら
れ
て
い
る
周
知
の
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
な
く
な
る
。
通
じ
な
く
な
る
と
こ
ろ
を
無
理
し
た
の
で
、
次
の
よ
う
な
語
に

213 
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つ
い
て
も
、
鴻
氏
ら
は
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
誤
讃
し
て
し
ま

っ
た
。

第
一
一
行
末
尾
、
私
が
ミ
仲
間
w
f
と
謹
ん
だ
と
こ
ろ
を
鴻
氏
ら
は

恒
三
郎
ぽ
と
讃
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

最
初

「駄
載」

の
義
と
解
し
た
。

し
か
し
、
書
か
れ
て
い
る
文
字
は
、
語
頭
の
と
こ
ろ
、
少
し
饗
型
だ
が
ミ
・
で
あ
る
。
最
後
の

一
九
行
自
の

ミ
ロ
ず
「
訊
ね
て
」

と
い
う
明

確
な
表
現
と
比
べ
て
み
る
と
よ
い
。
こ
の
文
書
の
書
き
手
の
書
き
く
せ
な
の
で
あ
る
。
ミ
?
と
印
可
同
?
と
、
両
様
の
書
き
方
の
あ
る
こ
と
は

@
 

他
の
例
で
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。

ミ仲間
印
ぽ
は
次
の

E
ロ
m
E℃
「
相
談
し
あ
っ
て
」
と
重
墨
語
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
の
雨
語
を
並
べ
用
い
る

⑫
 

こ
と
も
、
他
の
例
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
ニ
行
目
、
私
が
宮
己
目
白
L
S

謹
ん
だ
。
語
頭
の

q
字
と

s
字
と
は
た
し
か
に
微
妙
な
相
異
で
、

「
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
と
謹
む
と
こ
ろ
を
、
潟
氏
ら
は
白
血
仲
間

-s包
同
ロ
「
貰
ら
れ
る
こ
と
な
く
」

と

一
般
に
と
か
く
判
別
し
難
い
け
れ
ど
、
こ
の
書
き
手
の
ば
あ
い
で
も
、
二
行

一
九
行
自
の

巳
者
白
色

Z
E
の
s
と
、
確
か
な
と
こ
ろ
で
は

ご
ニ
行
自
の

A
0
2

、A
E
B
、
そ
れ
に
随

所
に
あ
る
語
尾
の

ム
回
の

q
と
比
べ
て
み
る
と
、
や
は
り
相
異
が
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
は
回
同
?
で
は
な
く

ρ
田
?
と
い
う
基
幹
語
を
讃
む
べ

き
で
あ
る
。

ρ
伊丹・

の
被
働
形
円
山
田
昌
'
は
現
代
オ
ス
マ
γ
語
で
も

よ

日
ゲ
ロ
ロ
仏
刊
ロ
毛
市
丘
町

p
r
z
g
m巾
E
m件
当

2
rp
包
口

r
g手
百
円
田
町
三

⑬
 

同o
r叩
骨
右
目
ロ
白
】
O
ロ
m-
さ
す
山
口
O
口
問
的
刊
に
さ

o
F
m
H印
=
な
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

目

一
五
行
自
の

印ロ
ロ
や
、
九
行
目、

-94ー

L
H
。
思
間
口
阿
国
民
出

鴻
氏
ら
は
、

E
2自由
L
E
「
頁
ら
れ
ず
し
て
」
と
讃
ん
だ
た
め
、

一
二
行
末
尾
の
間
三
B
-
S
E
「
わ
が
家
に
在
る
も
の
」
を
、

す
な
わ
ち
ピ

ン
ト
ウ

ン
の
こ
と
だ
と
し
た
。
た
だ
し
、
中
園
語
詳
で
は
「
斌
通
|
|
我
的
人
侠
:
:
:
・
:
」
と
あ
る
よ
う
に

即
J
1
5
を
は
じ
め
は
腎
ロ
ヨ
と

讃
み
、
皆

5
す
な
わ
ち
「
わ
が
(
男
)
」
の
誤
り
だ
ろ
う
と
し
た
の
だ
け
は
、
あ
と
の
ロ
シ
ア
語
論
文
で
は
正
し
た
が
、
a
a

盟
主
r
↓
ヨ
・
買
忌

出
国
民
O

ミ
02
5
5
M開
2
0
5
v
弓
o
h自

(

ピ

ン
ト
ゥ
ン
|
|
わ
が
家
の

〔
人
〕
、
彼
は
誰
に
も
貰
ら
れ
る

し
か
し
「
売
ら
れ
る
」

で
な
く

「
束
縛
さ
れ
る
」
こ
と
が
問
題
だ
と
す
れ
ば
、
文
脈
上
か
ら
も
、
こ
の

〔
』
ぬ
旬
。
切
ゆ
民
民
〕

」
と
あ
り
得
ず
〉
3

と
課
し
て
い
る
。

「
わ
が
家
に
在
る
も
の
」

は
ピ
ン
ト
ゥ

γ
の
圭
一
一
口
い
か
え
で
は
な
く
、
あ
と
の
語
を
修
飾
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

」
の
解
樟
が
ま

た
、
次
に
績
く
表
現
の
解
揮
を
も
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。



す
な
わ
ち

α
Z
S『
ム
曲
以
下
の
文
で
あ
る
が
、

Ew--と
、
二
度
目
に
は

σ印刷
〔同
〕
と
韓
潟
し、

二
度
と
も
根
擦
は
示
し
て
い
な
い
が
、

」
こ
で
も
、
私
が

Z
2
2
「
行
く
と
も
」
と
讃
む
と
こ
ろ
を
、

濡
氏
ら
は
、

は
じ
め
は

国

4
2
《

E
g
R
5
3℃
F

Z旬。
0
5
0
ロ
ゆ
内
訳
出
》

(
も
し
も
高
山
深
沙
に
遭
う
な
ら
ば
)
= 「如
果
遇
到
高
山
深
沙
三

d
g国
渓

0
2可
思

2
3
4
E

と
同
じ
解
揮
を
し
て
い
る
。
潟
員
は
一
寸
不
鮮
明

だ
が
、
彼
ら
が
二
度
目
に

〔同〕
と
補
っ
た
よ
う
に、

実
は・
ー
で
は
な
く

r
の
字
が
語
末
に
は
認
め
ら
れ
る
の
で
、
リ
山

+
4h
、

1
'v
 同
一
表
現
が
別
の

同
種
文
書
に
そ
の
ま
ま
あ
る
こ
と
を
根
援
に

宮司明白円

「
行
く
と
も
」
と
謹
ん
だ
。
こ
の
同
種
文
書
の
こ
と
は
あ
と
で
述
べ
る
。

以
上
が
、
以
下
の
論
旨
に
も
関
連
す
る
の
で
、
鴻
氏
ト
り
の
讃
み
方
と
私
の
そ
れ
と
の
異
な
る
個
々
の
語
句
の
う
ち
、
と
く
に
説
明
を
加
え
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他、

三
、
四
行
目、

一
五
、

一
六
行
自
な
ど
の
語
句
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

そ
こ
で
、
改
め
て
本
文
全
慢
の
解
緯
に

つ
い
て
、
や
は
り
、
鴻
氏
ら
の
解
樺
と
相
嘗
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
貼
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

鴻
氏
ら
は
、
最
初
の
論
文
で
、
結
局
こ
の
記
載
事
項
は
四
段
に
わ
け
て
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第

一
段
は
、
遠
く
か
ら
近
く
に

及
ぶ
と
い
う
順
序
で
各
方
面
に
劃
す
る
祝
福
。
そ
れ
は
、
蒙
古
駐
屯
軍
、
官
界
、

一
般
界
、
そ
し
て
自
身
の
親
属
や
親
友
た
ち
に
及
ぶ
。
第
二

段
は
ピ
ン
ト
ゥ

ン
貰
買
の
経
過
に
闘
す
る
叙
述
。
第
三
段
は
ピ
ン

ト
ゥ
ン
に
射
し
て
要
求
し
た
任
務
の
こ
と
。
第
四
段
が
終
末
部
で
、
誼
人
や

と
。
私
も
そ
の
よ
う
に
全
文
の
大
意
の
上
で
段
落
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
最
初
の
日
附
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
一

- 95ー

書
き
手
の
こ
と
で
あ
る
、

段
が
祝
福
文
言
で
あ
る
こ
と
、
第
二
段
が
ピ
ン
ト
ゥ

ン
を
買
い
受
け
た
事
実
の
記
述
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
第
四
段
が
謹
文
の
終
末
節
と
し
て

誼
人
、
印
記、

書
き
手
の
記
名
な
ど
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
細
部
は
抜
き
に
し
て
同
意
で
き
る
。

た
だ
、
第
三
段
に
闘
し
て
、
移
り

の
方
の
違
約
罰
文
言
は
と
も
か
く
、
前
半
、

主
要
部
分
の
記
述
の
解
穫
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
な
い
。

私
の
解
穫
を
順
を
逐

っ
て
示
そ
う
。

間
目
頭
に
日
附
の
あ
る
こ
と
は
、
他
の
誼
文
類
と
同
じ
だ
が
、

そ
の
あ
と
、
ロ}ロ
吋
凹
ロ
ロ
ム同

「
大
軍
に
」

に
は
じ
ま
り
七
行
自
行
頭
の
巴
℃

「
:
:
:
と
て
」
ま
で
が
、
祝
福
文
言
で
あ
る
。
そ
の
間
六
行
自
に
別
の
文
章
を
考
え
る
ま
で
も
な
く
、
最
初
の
「
大
軍
に
一
幅
あ
れ
」
の

E
3
E

コ
繭
あ
れ
」

の
語
、が
、
第
六
行
末
、
巴
匂

の
前
ま
で
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
七
行
目
ヨ
吉
宮
∞

「
わ
が
」
以
下、

九
行
目

uE-z匂

片
山

μ
m
N
ロ
ロ

215' 

白一色
H
H
H

「
買
い
と
れ
り
」

ま
で
は
、

そ
の
は
じ
め
の
部
分
、
字
句
の
解
緯
に
若
干
疑
問
は
残
っ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
ピ
ン

ト
ゥ
ン
買
い
受
け
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の
こ
と
を
迅
べ
た
も
の
。

そ
れ
に
績
く

B
E
凹言明白一

S
E・ρ
白
「
わ
れ
シ
ウ
サ
イ

・
タ
イ
シ
に
〈
と
っ
て
)
」

以
下

一
四
行
自
の

r
o肌

ro-Eロ
「
自
由
た
る
べ
し
」
ま
で
、

」
れ
が
、

問
題
の
箇
慮
で
あ
る
が
、

」
こ
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、

寝
間
氏
ら
の
解
稗
の
よ
う
に
、

ピ
ン
ト
ゥ
ン
に
封
し
て
任
務
を
要
求
し
た
も
の
で
は
な
く
、

ピ
ン
ト
ゥ
ン

の
権
利
を
保
誼
し
よ
う
と
す
る
文
言
で
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン

の

シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
が
自
分
の
責
任
を
述
べ
た
も
の
と
私
は
解
す
る
。

む
し
ろ
、

扱
い
に
劃
し
て
、

」
の
箇
慮
に
閲
す
る
潟
氏
ら
の
解
揮
は
、
そ
も
そ
も
が
、

私
が

o
ユ
自
「
男
児
」
と
譲
む
べ
き
だ
と
し
た
と
こ
ろ
を
己
ミ

「
駄
馬
L

と
讃

ん
だ
こ
と
に
基
く
と
思
う
。
前
掲
の
中
園
語
詩
文
を
見
れ
ば
、
無
理
な
解
穫
を
重
ね
が
ら
、

と
に
か
く
己
弐
と
関
連
づ
け
て
全
世
を
考
え
て

い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
貧
は
、
彼
ら
の
、
よ
り
新
し
い
見
解
を
示
し
て
い
る

ロ
シ
ア
語
論
文
の
方
で
は
、
今
度
は
「
駄
馬
」

そ
の
代
り

E
5
5
0
(近
い
も
の
、
親
属
〉
の
誇
を
、
こ
の
己
呉
の
語
の
詩
語
と
し
て
、
二
ケ
所
と
も
用
い
て

の
詩
語
は
現
わ
れ
な
い
。

い
る
。
そ
の
前
後
の
ロ
シ
ア
語
詩
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

H
H
・
切窓巾門司巾

n
E
5
5
E♂
z
s
z
z白
凶
円
口
。
毛

o
E吋
g
m
R
(
3・
(
恩
恵
者
を
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じ
め
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共
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ハ
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も再
し r
も円

わ買
カL 里
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属
と
和
合
で
き
ぬ
と
も
、

ピ
ン
ト
ゥ
ン
|
|
わ
が
家
〔
人
〕
〉

H
ω
.
 

開
n
h
回
出
災
巾

2-u『田口、
H

，℃巾吋回、『門司

《
田区内
05-巾
吋
C
勺

r
r
『旬旬。。訳出向口市円以内目、
-Y
叶

O
O
Z

E
H
Z
宣
言

E
R巾
4
2
E目指

2
8
O
E
r
-
-
(
誰
に
買
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
も
し
J
b

「
高
い
山
、
深
い
砂
地
L

国
5
8玄
旬
。
目
白
巾
g
O
M
R
巾
司
。
巴
吋
『
ロ
唱
O
L
H
同国・

に
出
遭
う
な
ら
、

四

方
い
ず
れ
に
行
く
こ
と
自
由
で
あ
る
。
〉

大
い
に
意
書
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
大
意
の
把
握
に
於
い
て
は
、

し
、
結
局
意
諜
に
留
め
、
こ
の
よ
う
な
解
揮
の
根
擦
は
示
し
て
い
な
い
し
、
ロ
ー
マ
字
轄
寓
の
と
こ
ろ
で
は
、
前
の
己
呉
は
や
は
り
己
弐

縛
潟
の
部
は
何
か
の
手
違
い
で
誤
っ
て
印
刷
さ
れ
た
か
と
も
考
え
た
が
、
五
行
目
に
も
あ
る

3-s

前
誇
に
比
べ
て
面
目
を
一
新
し
て
い
る
と

言
っ

て
も
よ
か
ろ
う
。

し
か

と
寓
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

好
意
的
に
、



の
語
に
は
、
正
確
に

LH2冨
(
子
た
ち
〉
の
書
語
を
輿
え
て
い
て
、

こ
こ
で

q
h回目
白

ω訳
出
角
川

(
近
い
も
の
、
親
属
〉

の
語
を
用
い
た
の
は
、

新
し

く

o
ユ
g
と
讃
ん
だ
か
ら
と
は
思
え
な
い
。

結
局
、

自
信
の
あ
る
解
揮
に
は
到
達
し
て
い
な
か

っ
た
に
相
異
な
く
、
中
園
語
論
文
の
と
き
の

よ
う
に
、
ピ
ン
ト
ゥ

ン
に
馬
夫
の
仕
事
を
輿
え
云
々
と
い
う
よ
う
な
解
揮
は
捨
て
た
に
し
て
も
、

い
て
、
は
っ
き
り
し
た
認
識
を
持
っ
た
と
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
、
ロ
シ
ア
語
論
文
で
も
、

ト
ゥ

ン
買
買
に
閲
す
る
公
正
誼
書

q
sE
Z出
h
O
R
U
E
-巾

z
p
n
m
同
己
防
止
吾

r
t包
)
」
と
よ
ん
で
お
り
、
中
園
語
論
文
で
「
善
斌
貰
身
契
之

「
俗
説
的
紅
契
守
印
刷

z
t
mど

な
り
と
し
た
こ
と
を
改
め
て
は
い
な
い
。

や
は
り
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
の
身
分
の
扱
い
に
つ

」
の
謹
文
を
や
は
り
「
ピ
ン

しー

四

M
m
3
文
書
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

M
m
3
文
書
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
、
箇
々
の
字
句
の
剣
譲
に
は
じ
ま
り
、

重
要
私
部
分
で
文
意
の
解
樟
に
、
私
は
官
同
氏
ら
と
異
な
る
と
こ
ろ

- 97ー

の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
来
た
。
私
の
誼
み
方
、
解
揮
で
は
、
前
述
第
三
段
の
記
述
は
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
を
奴
稗
身
分
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、

ほ
か
の
良
人
た
る
子
供
た
ち
と
同
じ
に
扱
う
、
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
の
こ
と
は
、
最
初
に
、
第
九
行
か
ら
一

O
行
自
に
か
け

て、

「
わ
れ
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
に
と

っ
て
、
わ
が
妻
に
と

っ
て
大
き
な
子
と
な
っ
て
」
と
記
し
て
い
る
と
お
り
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ほ

か
の
子
供
た
ち
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
、

仲
良
く
や
っ
て
ゆ
け
、

と
E 

う

し
か
し
、
自
分
た
ち
の
死
後

(
?)、

真
一
う
ま
く
や
っ
て
ゆ
け

ぬ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
完
全
に
自
由
意
志
で
ど
こ
へ
行
っ
て
も
か
ま
わ
ぬ
と
、

ま
さ
に

σ
0山
V
o
-
N
ロ
ロ
「
自
由
た
る
べ
し
」
な
の
で
あ
っ

ーて
、
身
分
を
拘
束
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

ら

こ
の
誼
文
上
の
記
載
に
そ
む
く
よ
う
な
こ
と
を
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
た
ち
が
す
れ
ば
、

こ
の
謹
文
で
「
自
由
た
る
べ
し
」
と
確
言
し
た
の
で
あ
る
か

そ
の
者
は
、
第
一
五
行
、

，
一
六
行
に
書
か
れ
て

い

る
よ
う
な
罰
を
受
け
る
べ
き
だ
、

と
ま
で
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

217 

第
一
段
の
祝
福
文
言
、
第
二
段
の
ピ
ン
ト
ゥ
ン
買
い
と
り
経
過
の
記
述
、
績
い
て
第
三
段
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
、
こ
の
文
書

の
契
約
誼
文
と
し
て
最
も
肝
要
な
こ
と
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
そ
の
内
容
が
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
官
同
氏
ら
の
、
こ
の
誼
文
を
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ピ
ン
ト
ゥ
ン
買
買
に
関
す
る
公
正
謹
書
と
す
る
考
え
は
、

は
っ
き
り
誤
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

湾
民
ら
は
、
こ
の
誼
文
を
「
紅
契
守
印
刷

E
t
m
)」
だ
と
言
っ
た
。
そ
の
根
擦
の
第

一
は
、
こ
の
誼
文
上
に
官
印
や
官
の
批
語
の
認
め
ら
れ

る
こ
と
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
も
そ
も
中
園
の
紅
契
(
赤
契
、
朱
契
)
と
は
、
故
一仁
井
田
陸
博
士
に
よ
れ
ば
、
宋
・
元
時
伏
に
既
に
行
な

⑮
 

わ
れ
て
い
た
、
官
の
認
誼
を
鰹
た
(
官
印
を
捺
し
た
)
買
買
謹
書
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
官
印
な
ど
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
た
し
か
に

一
つ
の
傑
件
は
満
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
買
買
誼
文
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、
そ
も
そ
も
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
確
認
が
先
決
で

あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
が
、
回
目
頭
に
日
附
け
を
記
し
、
文
末
に
詮
人
や
書
き
手
の
名
を
あ
げ
、
印
記
を
記
し
、

実
際
に
お
そ
ら
く
四
箇
の
私
印
を

捺
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
黙
は
、
中
世
ト
ゥ
ル
フ
ァ
γ
方
面
の
祉
舎
に
於
け
る
誼
文
の
形
式
と
し
て
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
多
く
の
各

種
誼
文
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
契
約
誼
文
と
い
う
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
地
1
、
ぬ
2
雨
文
書
の
示
す
よ
う
に
、
ピ

ン
ト
ゥ
ン
貰
買
の
事
貧
も
た
し
か
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
の
陥
3
文
書
が
、
買
買
契
約
に
闘
す
る
誼
文
で
あ
る
か
ど
う

か
は
別
問
題
で
あ
る
。
そ
の
聞
に
答
え
る
に
は
次
の
よ
う
な
事
貧
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
こ
の
誼
文
の
作
製
責
任
者
は
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
貰
買
に
閲
し
て
は
買
主
で
あ
っ
た
シ
ウ
ザ
イ
・
タ
イ
シ
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
最
終
行

- 98-

に
書
か
れ
て
い
る

「
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
に
訊
ね
書
き
た
り
」

と
い
う
文
言
で
明
か
だ
が
、

加
え
て
言
う
と
、

そ
の
直
前
の
「
わ
れ
シ
ウ
サ

イ
・
タ
イ
シ
の
そ
れ
」
と
い
う
文
言
も
、
そ
の
前
、
す
な
わ
ち
現
在
剣
讃
で
き
な
い
第
一
八
行
末
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い

「こ

の
印
は

(Z

g
g
Eど
と
い
う
言
葉
を
受
け
た
も
の
で
、

要
す
る
に
、

』
こ
に
捺
さ
れ
て
い
る
、

大
き
な
公
印
と
は
別
の
小
さ
い
長
方
形
の
私
印
が
シ
ウ

サ
イ
・
タ
イ
シ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
誼
文
は
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
に
興
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
既
述
の
別
筆
の
漢
文
「
給
興
新
恩
沙
蒲
普
斌
牧
執
」
の
示
す
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
は

無
視
で
き
ぬ
事
実
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
貰
買
誼
文
、
そ
れ
も
官
の
認
誼
を
得
た
紅
契
と
い
う
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
嘗
然
、
所
有
権
の
移

動
を
示
し
、
新
所
有
者
の
権
利
を
保
誼
す
る
も
の
と
し
て
、
新
所
有
者
、
す
な
わ
ち
買
買
に
さ
い
し
て
の
買
主
の
手
も
と
に
巌
重
に
保
持
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
買
主
が
そ
れ
を
作
製
し
て
、
買
主
か
誰
か
に
そ
れ
を
手
渡
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り



得
ま
い
。
鴻
氏
ら
は
、
右
の
ニ
黙
の
事
寅
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
こ
う
考
え
る
と
、
こ
の
文
書
を
ピ
ン
ト
ゥ
ン
の
買
買
謹
文

e

ピ
ン
ト
ゥ
ン
は
貰
買
の
劉
象
物
件
で
あ
り
、
買
主
は
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
で
あ
る
|
|
と
見
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

従
っ
て
、
た
と
え
官
の
認
誼
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
い
わ
ゆ
る
紅
契
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
鴻
氏
ら
は
、
紅
契
と
よ

び
、
そ
れ
は
ま
た
ゲ
印
刷

r
E
m
で
あ
る
と
も
見
た
ら
し
い
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
も
何
も
根
擦
を
示
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
ゲ
印
刷
ゲ
玄
関
と

見
る
こ
と
も
正
し
く
な
い
。
ゲ
印
刷

E
t
m
と
よ
ば
れ
る
べ
き
も
の
は
、
む
し
ろ
地
2
文
書
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

M
m
3
文
書
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
買
買
誼
文
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
で
は
一
盟
、
何
の
目
的
の
た
め
の
誼
文
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
さ

き
に
言
う
と
、
私
は
、

。
こ
れ
は
奴
牌
身
分
か
ら
の
解
放
文
書
だ
と
考
え
る
。

こ
の
誼
文
の
記
述
の
最
も
肝
要
な
部
分
は
、
少
く
と
も
そ
れ
ま
で
奴
稗
身
分
に
あ
っ
た
ピ
ン
ト
ゥ
ン
に
封

し
、
シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
の
と
こ
ろ
に
居
る
子
供
た
ち
と
同
じ
扱
い
を
し
、
彼
の
意
に
そ
わ
ぬ
こ
と
あ
る
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
行
動
の
自
由
を

第
一
に
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、

保
誼
す
る
も
の
だ

っ
た
。
第
二
に
、
文
頭
六
行
に
わ
た
っ
て
も
の
も
の
し
く
述
べ
た
祝
福
文
言
、
及
び
文
末
の
部
で
あ
げ
た
誼
人
の
中
に
、
四

名
の
寅
在
の
人
物
に
先
立
っ
て
、
魔
力
あ
り
と
さ
れ
る
四
天
王
・
七
母
天
の
名
を
記
し
て
い
る
な
ど
、
寅
務
的
な
買
買
誼
文
に
は
似
つ
か
わ
し

絶
え
て
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

-99ー

く
な
く
、

も
ち
ろ
ん
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
多
数
の
買
買
誼
文
で
は
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、

寅
は
、
む
し

ろ
、
こ
れ
ら
祝
福
文
言
や
四
天
王
・
七
母
天
を
誼
人
と
す
る
と
い
う
書
き
方
、
そ
れ
と
類
似
の
文
言
を
持
つ
一
文
書
が
護
見
さ
れ
て
い
て
、
そ

れ
は
、
明
か
に
解
放
文
書
(
ゲ
O
出

z
z
m
)
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ン
ネ
ル
ハ
イ
ム
(
の
・

0
・
冨

gロ
2
7冊目自〉
が

一
九

O
七
年
頃
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
入
手
し
た
と
言
わ
れ
、
ラ
ム
ス
テ
ッ
ト
(
。

-H-E52mg
が
瑳
表
し
た
も
の
で
あ
る
内
、
そ
の
内
容
を
摘

記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
附
に
綾
き
、
誼
文
作
製
者
が
重
病
と
な
っ
た
事
情
を
述
べ
、
親
族
と
相
談
し
た
結
果
、

⑮
 

「ケ

ン
シ
の
と
こ
ろ
で
生
れ
た
る
、

プ
カ
・
ク
リ
と
い
う
名
の
男
の
子
に
封
し
、
彼
に
、
母
に
、
父
に
、
一
幅
あ
れ
か
し
と
て
、
解
放
文
書
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を
わ
れ
輿
与
え
た
り

〈
}
内
問
ロ
∞
由
工
部
門
0
目、自ぷず宮内出向

we--阿
世
仲
日
々
。
『
己
・
回
目
包
e
o
m
w帥
必
阻
ロ
mm
《回目

rcu可曲ロ'同門部品別
N
'
C
ロ
'巴
M
M
r。
加
古
伸
一
∞
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宮
司
己
同
国
〉
。

今
日
よ
り
以
降
、
プ
カ
・
ク
リ
が
、
上
方
、
山
の
方
へ
、
下
方
、
砂
漠
の
方
へ
行
く
と
も
、
お
の
が
心
の
ま
ま
、
一
幅
捧
げ
行

⑫
 

く
べ
し
〈
ゲ
z
rロロ
S
B
E
E
-
E宮
内
山
口
口
・
ロ
門
口
問
。

z
g「，
D
脚
色
庄
内
出
口
ロ
ヨ
ム
田
宮
門
師
同
『
α
N
W
α

ロ
m
己
-
E
E
Z
U
Bロ
古
江
沼
可
。
円
同
N
・

ロロ)。」

わ
が
一
族
の
も
の
た
ち
が
妨
害
す
る
よ
う
な
こ
と
あ
れ
ば
、

違
約
罰
を
述
べ
、
誼
人
に
つ
い
て
も
、
二
人
の
寅
在
の
人
物
名
を
あ
げ
る
前
に
、

そ
し
て
、
こ
の
あ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
官
司
、
役
人
た
ち
に
罰
金
を
出
す
と
い
う

「
誼
人
、

四
大
天
王
一
紳
。
誼
人
、
七
姉
妹
さ
ま
た
ち
、
そ
の
と
が
め
公

2
2
5
H
H
B
2
2回
伊
丹
肱
ロ
∞
ユ

-E円
冨
ロ
ロ
ρ
1
Z
昨

E
Z
E同N

同
部
ロ
ぬ
ユ
ヨ
・
富
岡
可
O
巴

m
Z
E
C。」

と
記
し
て
い
る
。

最
初
の
祝
福
文
言
は
、

巴
も
」
が
見
ら
れ
る
し
、
中
段
で
、

右
に
見
る
と
お
り
、

地
3
文
書
の
ば
あ
い
よ
り
は
簡
単
だ
が
、

「
上
は
山
の
方
、
下
は
砂
漠
の
方
へ
行
く
と
も
〈
O
Z
Z『
・
官
官
缶

A
g
B
-
官

Z
E
R
)」
と
、

ど
こ
へ

四
天
王
・
七
母
紳
の
名
を
記
す
こ
と
な
ど
、

同
じ
表
現
コ
幅
あ
れ
と
て

(ゲ己一可白ロ・同

S
m
N
Cロ

-100ー

行
く
と
も
自
由
だ
と
い
う
あ
た
り
の
表
現
、

そ
し
て
、

最
後
に
、

全
く
陥
3
文
書
と
同
じ
で
あ

る
。
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
ラ
ム
ス
テ
ヴ
ト
稜
表
の
文
書
だ
け
が
、
唯
一
の
、
陥
3
文
書
と
極
め
て
類
似
し
た
書
式
を
備
え
た
誼

文
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
大
切
な
こ
と
は
、

こ
の
文
書
で
、

最
初
の
祝
福
文
言
に
績
い
て
、

σ
o
w
z
c
m
(解
放
文
書
〉
を
興
え
る
と
明
記

げ

ow
と
は
、
現
代
諸
方
言
で
も

J
S
H-
t
a
w
-
0
9
2
5
2
E
e
m町山内円
2
・
-
o
g
p
ロ
5
5
1
0司
伸
子

g
o
n
g
s

⑮
 

1a=
な
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、
解
放
さ
れ
た
立
場
を
意
味
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

」
こ
で
、
最
初
に
紹
介
し
て
お
い
た
、

マ
ロ
フ
の
入
手
し
た
と
い
う
ピ
ン
ト

ργ
関
係
の

M
4
文
書
が
注
目
さ
れ
て
く
る
。

こ
れ
を
鴻
氏
ら

は
「
控
訴
主
人
書
」
と
よ
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
書
き
手
は
ピ
ン
ト
ゥ
ン
で
、
彼
の
、
官
司
に
劃
す
る
訴
獣
で
あ
る
。
三
六
行
に
及
ぶ
長
文
の

も
の
だ
が
、

い
ま
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
記
述
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

記
述
の
は
じ
め
の
部
分
で
、

わ
れ
ピ
シ
ト
ゥ
ン
は
、

ア
タ
イ
の
家
で
カ
を
つ
く
し
て
働
い
て
い
た
聞
に
、

文
字
も
習
い
鰹
も
費
え
、

し、

つ



の
日
か
僧
侶
の
生
活
を
詮
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
か
と
考
え
、
E
∞ロ
H

円
相
W
H
m同

を
は
じ
め
と
す
る
キ
タ
イ
の
タ
イ
シ
ら
に
相
談
し
た、

と
い
う
。

己
∞
三
宮
』
包
と
は
、
M
川

1
文
書
の
漢
文
の
部
で
謹
人
と
な
っ
て
い
た
定
恵
の

こ
と
だ
ろ
う
と
、
湾
氏
ら
は
言
っ
た
が
、
そ
う
で
あ
ろ
う
。

い
ず

れ
に
し
ろ
、
そ
こ
で
、
定
恵
ら
に
相
談
す
る
と、

「
テ
ィ
グ
イ
・
タ
イ
シ
も
、
ま
た
他
の
人
た
ち
も
、
〔
私
を
〕
買
レ
と
ろ
う
、
自
由
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
公
広
三

S
E
B山
g
t

αN-m陣
W
E
--苛
自
陣
三
一宮
沼
田
-
ミ
グ

σ0開
ρ
E
uLロ
巴
急
円〉
、
こ

の
私
の
ベ
グ
は
『
自
分
が
買
い
と
ろ
う
、
規
定
ど
お
り
の
解
放
文
書

を
興
え
よ
う
』
と

(T
H
E包
目
白
山
ロ

u
E
E唱
巳
曲
三
口

印
g
m白

Z
2ロ
r

z
加

E
E
m
E
H
S
z
r】〉
、
:
:
:
:
『
自
分
の
在
る
限

り
自
分
を
頼
っ

て
ゆ
け
。
今
後
(?
)
静
安
で
あ
り
績
け
る
な
ら
、
四
方
の
行
路
に
自
由
と
な
り
、

そ
の
心
の
ま
ま
併
信
と
な
り
、
園

に
、
カ
ン
に
、

祝
福
輿
え
て
行
け
』
ん
」
(B
酎
ロ
ゲ
白

川町
m
zg

自
由
ロ
官

g
宮口同日
M
可

O
Z
Nロ
ロ
自
己
ロ
g
〔ロ
〕
(司)
回
C
W
G同
r
2
5
2

3
ロ
ゲ
O加

σo-区
切

rα
ロ
m
z
-
5m部
門0
1ロ
-5-c
間二
--E

G
同
ロ
ム
帥

σ己
司
自
白
-
A
同開

E
江田

M
百円円
NCHH
己目
M〉
、

ミ
ン

・
ベ
グ
の
印
を
捺
し
、

私
に
解
放
文
書
を
輿
え
た
。
そ
し
て
私
を
買
い
と
り
、
〔
私
と
し
て
は
〕
解
放
文
書
を
こ
そ
求
め
得
た
の
で
あ
っ
た

(s
z
m
E
m--巳
ロ
m

S
S
E
-包
ロ
官
企
M
M
g
g
m白
ゲ
O刷
げ
E
m
E
H
F
-
v
g
g
凹

Oロ
m
B
Z
F
U
E
-
z匂
巳
ず
ゲ
o
w
E
Z
m
B・同

ρ
o
E
M】曲
E
陣
三
)
。
」
(
第
一

O

nu 

ー
ニ
O
行
)

と
い
う
。
こ
の
あ
と、

い
き
さ
つ
あ
っ
て
、
あ
る
と
き
、
こ
の

宮
山

E
t
m
を
わ
が
ベ
グ
に
預
け
て
置
い
た
が
、
最
近
急
に
、
彼
が
自
分
を
貰

ろ
う
と
言
い
出
し
た
の
で
、
い
ま
自
分
の
も
と
に
あ
の

σ0加

E
t
m
は
な
い
け
れ
ど
・:
:
:
:
と
い
う
訴
え
が
、
こ
の
訴
状
な
の
で
あ
る
。

右
の
、
原
文
を
引
用
し
た
と
こ
ろ
に
、
明
か
に
ピ
ン

ト
ゥ
ン
の

ゲ
0
2
L
C
m
を
興
え
ら
れ
た
事
買
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
ミ
ン

・

ベ
グ
の
印
が
捺
さ
れ
、
公
司
認
謹
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
。

M
m
3文
書
の
第
二
二
、

方
の
行
路
で
自
由
と
な
る
)
は
、

こ
こ
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、

一
四
行
に
見
え
た
表
現
、

S
H門司
o-MVO刷寸
o-'
(四

こ
こ
で
ピ
ン

ト
ゥ
ン
自
身
が
語
っ
て
い
る
と
お
り
、

彼
が
曾
て

ゲ
O
加

z
t
m
を
入
手
し
た
こ
と
が
あ
る
以
上、

そ
の

ゲ
g
E丘町
刷
こ
そ
、
こ
の
陥
3
文
垂
直
で
あ
っ

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

221 

と
こ
ろ
で
、
陥
3
文
書
の
日
附
は
、
年
及
び
自
の
と
こ
ろ
が
潟
県
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

自
の
と
こ
ろ
に

l
字
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
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し
か
し
、
別
筆
の
漢
字
が
「
庚
辰
捌
月
念
六
日
j
i
-
--」
と
読
め
る
以
上
、
龍
の
年
、

か
る
貧
際
に
代
債
の
受
け
梯
い
が
完
済
し
た
目
、

で
あ
る
。

八
月
二
十
六
日
、
す
な
わ
ち
地
1
文
書
で
わ

ま
た
地
2
文
書
の
買
買
誼
文
の
日
附
、

そ
れ
と
同
年
月
日
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

鴻
氏
ら

が
、
比
3
文
書
を
陥
2
文
書
と
は
別
の
意
味
の
買
買
文
書
と
し
た
考
え
も
、

一
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
事
寅
に
基
い
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
中
園
史
上
の
事
寅
と
し
て
、
奴
紳
の
解
放
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
ば
あ
い
は
主
人
側
か
ら
の
解
放
で
あ
る
が
、
と
き
に
奴
稗
自
ら

が
自
身
の
財
産
で
、
あ
る
い
は
誰
か
が
そ
の
財
産
で
奴
稗
を
買
い
と
り
解
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
加
。
こ
の
地
3
文
書
は
、
ま

さ
に
そ
の
最
後
の
ば
あ
い
に
相
首
し
、

シ
ウ
サ
イ
・
タ
イ
シ
が
、
彼
の
財
産
で
ピ
ン
ト
ゥ
ン
を
買
い
と
り
解
放
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
、

M
4
文
書
に
は
、
「
買
い
と
っ
て
守
口
目
白
匂
と
ず
〉」
「
自
由
に
す
る
守
0
郎

O
M
-
-
〉
」
「
解
放
文
書
を
興
え
る

(
g
w
r
Eぬ

と
い
う
表
現
が
一
度
な
ら
ず
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
事
情
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
買
い
と

っ
た
と
い
う
こ
と
の
誼
文
、
地

ゲ
山
吋
・
)
」

2
文
書
と
、
解
放
文
書
の
陥
3
文
書
と
が
同

一
日
附
で
あ
る
こ
と
は
、
何
の
不
思
議
で
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

-102ー

以
上
に
よ
っ
て
、
く
り
か
え
し
て
い
う
と
、
こ
の
地
3
文
書
は
、
鴻
氏
ら
が
貰
買
誼
文
と
考
え
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
奴
稗
身
分
か
ら
の

解
放
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
か
と
な
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
そ
れ
は
奴
牌
の
主
人
が
準
ん
で
解
放
し
た
も
の
で
は
な
く
、
他
人
が
買
い
と

っ
て

解
放
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
第
八
、
九
行
に
、

見
解
放
文
書
ら
し
か
ら
ぬ
、

」
の
ば
あ
い
ピ
ン
ト
ゥ

ン
を
買
い
と
る
事
賓
に
閥
す

る
記
述
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

む

す

び

本
稿
は
、
鴻
氏
ら
が
護
見
し
報
告
し
た
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
と
い
う
人
物
の
一
身
を
め
ぐ
っ
て
の
一
連
の
文
書
三
貼
に

つ
い
て
、

そ
れ
を
報
告
者

3
両
文
書
を
共
に
貰
買
契
約
文
と
見
て
い
た
の
に
劃
し
、
山
川
3
文
書
は
買
買
誼
文
で
は
な
く

解
放
文
書
で
あ
る
こ
と
の
論
誼
を
中
心
に
、
こ
の
三
黙
の
文
書
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
明
か
に
し
、
同
一
日
附
を
持
つ
三
通
相
互
の
開
係
も
考
え

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
通
の
文
書
の
日
附
は
、
撞
の
年
八
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
龍
の
年
は
、
地
3
文
書
に
よ
り
庚
辰
の

ら
が
一
括
し
て
買
身
契
と
よ
び
、
と
く
に
陥
2
、



年
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
と
な
れ
ば
、
絶
劃
年
代
の
比
定
も
可
能
に
な
る
の
で
、

い
わ
ゆ
る
中
世
ウ
イ
グ
ル
俗
文
書
と
し
て
は
珍
ら
し
く
、

ま
ず
そ
れ
に
従

貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。
そ
の
年
代
比
定
を
、
鴻
氏
は
元
朝
世
組
の
至
元
十
七
年
(
一

二
八

O
〉
・
ロ
)
だ
と
し
た
。
私
も
、

っ
て
ま
ち
が
い
な
い
と
現
在
は
考
え
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
の
考
誼
ま
で
は
及
ば
な
か

っ
た。

さ
ら
に
、
同
じ
ピ
ン
ト
ゥ
ン
関
係
の
文
書
と
し
て
地
4
文
書
も
あ
っ
た
。

き
、
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
文
書
の
記
述
内
容
が
他
の
三
遁
の
文
書
に
つ
い
て
考
え
る
と

こ
の
文
書
が
や
は
り
ピ
ン
ト
ゥ

ン
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
鴻
氏
ら
は
い
ち
早
く
瑳
見

い
ず
れ
に
し
ろ

す
る
と
い
う
功
を
奉
げ
な
が
ら
、
前
三
通
の
文
書
研
究
の
さ
い
有
効
に
利
用
し
な
か

っ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る。

前
の
三
通
よ
り
は
か
な
り
後
に
作
製
さ
れ
た
は
ず
の
陥
4
文
書
に
つ
い
て
は
、

今
回
は

一
雁
直
接
の
射
象
と
し
な
か
っ

陥
4
文
書
で

叶
侃
巳
と
警
か
れ
た
人
物

た
。
鴻
氏
は
、
別
に
、
ピ
ン
ト
ゥ
ン
自
身
で
は
な
い
が
、
彼
の
周
迭
に
居
た
、
陥
l
文
書
で
定
恵
、

@
 

な
ど
に
闘
す
る
文
書
2
船
舶
も
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の

2
貼
の
潟
員
は
非
常
に
悪
く
、
い
ま
す
ぐ
使
え
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
、
少
く
と
も
計

6
黙
の
も
の
は
歴
史
上
同
一
時
黙
、
同
一
地
貼
、
し
か
も
登
場
人
物
の
人
間
関
係
も
あ
る
程
度
判
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

頃
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
の
、
あ
る
地
域
社
舎
の
姿
を
考
え
る
歴
史
資
料
と
し
て
、
改
め
て
と
り
扱
う
に
債
し
よ
う
。
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